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＜請願の趣旨＞ 

マスコミによりますと、三田市の乳幼児・子どもの医療費助成事業の見直し案

について、小中学生の通院について、平成３０年７月から低所得者を除き、段階

的に自己負担や所得制限を設けるとの報道がありました。 

三田市は「子育てするならゼッタイ三田」の下、平成２７年７月より子どもの

医療費中学卒業まで通院も、所得制限なしで無料にしました。この間、子育てし

やすいまちとして、子育て世代の転入にもつながっています。お母さんたちは、

お金の心配もなく、お医者にかかることができ、早期の受診で重症化を免れたな

ど多くの人によろこばれています。 

この度の突然の制度の見直し発表は、これまで築いてきた、子育てするならゼ

ッタイ三田の方針から大きく後退することになります。私たちは、誰もが等しく

安心して子育てができることを願っており、現行の子どもの医療費助成制度の継

続を求めるものです。このような市民にとって重要な問題を早急に決めるのでは

なく、市民の意見をよくきき、もっと時間をかけて審議をしていただくことを求

めるものです。 

 

＜請願事項＞ 

子どもの医療費助成制度の見直しについて早急に決めるのではなく、市民の意

見もきき時間をかけて審議をすることを求めます。 
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